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明治初年
横須賀造船所
序
元治元年（一八六四）幕府は造船所建設の計画を立て、慶応二
年ハ一八六六）フランス人技師ウェル一一ーを首長とする横須賀製鉄所を設立した。この製鉄所は維新に際して新政府に接収され、のち横須賀造船所、同海平‘上廠等と名称を変えながら官営軍事工業の中心として、ま 金属、機械工業の基軸として大きな存在であった。従って問造船所は明治以降の軍事史、経済史の分野で多くの先学によって採り上げられ、様々の角度から考察され 来た。私もま 一つは明治初年の技術発達史 視点から、第二は熟練労働者 創出という面から考察してみたいと考え取組んでみたのであるが、大きなテ
l
マの設定であり勿論まだ何の結論も見出
し得ない。ここに発表するの 第二の視点と関連する同 独自の職工学校制度を明治初年に限ってみた、単なる史料紹介的なもで あ る 。
横須賀造船所では創立当初から人的技術の伝習の目的で学校制
正八
の学校制度
渡
辺
整
治
度が設けられ、技術者と熟練職工の養成がはかられた。即ち慶応元年の横須賀製鉄所設立の原案には次の様な方針が打出されていザ 。 。
／ レ「日本政府ハ他年内国人ヲシテ仏人一一代リテ造船事業－一当ラシ
ムル為メ造船所内一一学校ヲ興シ以テ技士及技手タルベキ人材ヲ養成スベシ、故一一少年士族ヲ選抜 テ技士牛一徒ヲ置キ通訳部長 シテ其授業ヲ掌リ仏語放工学諸科 講習セシメ、工事課長モ亦本務ノ余暇ヲ以テ之ヲ教授スベシ、而シテ叉仏人頭目ヲシテ少年職工ヲ選抜セシメ之 技手生徒ト為シ日々午前ハ工場ニ在リテ各自ノ本業ヲ修メテ午後ハ学校－ 上リテ図学其他必要ノ学科ヲ習建セシムベシ、其学規ノ如キ 総テ仏国海軍ノ校則一一模倣スルモノトス 」
（横須賀梅軍船廠史第一巻十一一頁）
この方針により慶応三年十月幕府は横浜語学所生徒の中から四
名を選び伝習生徒となし、更に職工生徒を横須賀地方の農民の聞に求めた。（「製鉄所奉行ハ横須賀地方ノ各村 就テ十歳以上ノ少
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年ヲ徴募シ之ヲ職．ム生徒ト為サントセンニ村氏ノ知識全ク進マズ生計ノ程度モ亦極メテ低キガ故二其募一一応ズル荷ハ唯佳一一横須賀村農民勝右衛門ノ長男以下九名二週ギザリキ」前言八丘頁）
かくして士族の子弟を中核とする技術者養成（技士生徒）と少
年職工会）中心とする下級技術者
、
熟練職工の養成（技手生徒）が
はかられたのである。
均時の教授法は「仏語ノ講習及機械ノ運転使川方ヲ
一握仏人ヨリ
教へ和漢ノ読需及習字ヲ邦人ヨリ」教授し
、
学規は総て
フランス
海軍の校則に倣って実施された
。
その後明治
一五年四月、同造船所
が新政府に引継がれたとき、職じ生徒は一一十二名の在籍有を数えた。（この数字は技士
、
技手両生徒を合せたものであるのかどう
かは分らない。）
所で新政府の下で、この学校制度は廃止された であるが、同
店船所関係者の強い要望（特 同所の翻訳官 島才古の次の建議は当局者を大きく動かした。「今日ノ状況ニ拠リテ推測セバ 一一年ヲ出ズシテ完全無欠ノ域－ニ遁スベキヲ信ズレドモ製鉄所 工業ハ仏人ヲ待チテ始メテ活動スルモノニシテ一朝其全員ヲ解雇スル二五ラパ前途大－一憂フベキ事項ナシ
ト セ
ス
、 同
定レ技術伝習生ヲ再
置スル
ノ必要アル所以ニシテ他年内凶人ニ製
鉄
所百般ノ
事業ヲ委
ネント欲セパ此方案ノ外他一一良策アルヲ見ザルナリ」前書二三一頁）によって三カ の中断後
、明
治三年三月再置されるに至っ
た。ここに再び設けられた学校制度は正則、変則 ご とし
、
正
則学校は韓合と呼ばれ技術者の養成を、変則
学校は
職工学校、ま
たは職人望舎と呼ばれ下級技術者、職工長熟練技術者の養成を日
明治初年横須賀造船所の半校制度（渡辺）
的とした
。
正則学校（創出合）
技術者養成を日的とする正則学校は
、
従前の伝習生従の制度を
引継いだものであるが、名称を組員舎と称して明治
三年開校
され
た 。
全員寄宿舎に収容し、官費を以って技術者の養成をはかったけ
校の開校当時の全容は
、
その校則によく示されている
。
明治一二年、豊舎規則大要
第一条、入学志願者ハ総テ父兄若クハ親族ノ保証ヲ要ス、若シ
右舘合中篤疾ニ擢リ或ハ非法不品行等ノ挙動アルトキハ保証人
－ 一
通知シテ退餐セシム。
第二条、入学志願者ノ年令八十三内才以上三十才迄ヲ限リトス
レドモ資性英敏若クハ修学
ノ
経歴アル輩ハ特－一此限－一拠ラザルコ
トアルベシ。
第
三
条
、在
費中ハ修学用器具
、
書
籍・筆叩
一地紙及食糧ヲ官給トシ
衣服其他生徒白’身
－ 一 属 ス ル 費
則ヲ保証人ノ支弁
ト ス 。
第同条、
主
眼ノ学科ハ造船 及機械学ナレドモ先ツ仏語学ヲ修
メシメ漸ク其意義ヲ解スルニ至リテ数学ヲ援ケ逐次歩ヲ進メテ醤二本科一一達セシムベシ。
第五条
、
教則及学科ノ選定ハ総テ教師ノ主宰スル所タルヲ以テ
生徒ハ
一 意
之ヲ遵奉セザルベカラズ。
第六条
、
在髪期限ハ生徒ノ勤怠能否ニ応シテ遅速アルベシト
モ二．ノ実用学科ヲ講
求シ
タル後二
非レバ退聾ヲ許サス
。
五九
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第七条、一科若クハ数科ヲ卒業シテ退醤ヲ請願スル者ハ其学科
ノ応用試験ヲ経過ツタル後一一至リテ其請ヲ許スヘシ。
第八条、応用試験期満チテ退費スルトキハ
某学科
卒
業証書
ヲ授
与シ且其族籍姓名 新聞紙－一掲ケテ世上ニ広告スヘシ
。
第九条、官街ニ於テ前条ノ卒業者ヲ採川スルトキハ其技能一一応
シテ相当ノ俸給ヲ与フヘシ。（前書一五円
R
）
この規則によると入学資格の年令は十三四より二十才までとな
っているが、資性、学歴による特例も設けられていたので、幼年者の中には修学がおぼつかず「止ム 得ス退品質ヲ命シタレトモ此輩
ハ皆幼少
年子弟ニツテ未タ俄
－ 一
成業ノ目的ナシト断言スル能ハ
ス且ツ多少仏語学及算術
等
ヲ講習ツタルヲ以テ
卒
ニ貴下ノ斡旋ヲ
得テ大学南校一一入学セシメシコトヲ切望ス」（前
書
一七一頁）と
いう様に退警の余儀なくに至った者もあった
。
このため後には十
五才以上一一十才迄と入 年令は変更され 。
また、入学に際しては試験と体格検査 り選考される であ
るが、明治七年の試験科目は ・洋算学・和学
筆
蹟となって
い 。
入学後の
学
年編成と学科内容は初期と後期とでは多少の
異動
が
あるが、明治九年頃にその体容は整って来る。即ち
学
年編成は
一
等生徒から四等生徒に分けられ、 等生徒は本科生、二三四等生徒を予科生とした。
本科生は専門の造船工学を教授されるのであるが、修学期間を
コ一年と定められ各学年に応じて左の学科を授けられた。第一 期
六
O
造船学、微分積分学、推理学、物品抗耐学、物質組成学、造船実
訣、博物
学
、
製図
第二期造船学
、
蒸気機
械学、造船
実考課
、
製凶
第三期蒸気機械学考課、艦砲 築造学、製図、工場執業
公 刑 事 十 一 日 、 第 二 巻 六 二 一 良 ）
かくして三年の修学がなれば
、少師に任用され一任司の補助とし
て艦船、機械の技術指導に
当
るわけである。また本科生は「本年
（注明治九年）夏季試験－一於テ予科ヲ成業スヘキ生徒若干名ノ中特別優
等者
四名アルヲ以テ其
一 ． 名 ヲ
選
抜シ一切ノ費川ヲ本所定額
金 ヨ
リ支出シテ仏
国ニ留学セシメン
ト ス 」
（前書五六頁）とある
様に学国留学の道も開かれていた。
予科生は今日の教養学部的なものに当るが、明治九年に本科生
が生まれる迄は醤舎生徒の全員は予科生であっ
た。また予科生の
みの修
業で終
っても学力
尋常
の者は任川されて各工場の監督職補
助
Lどして、漸次工長（職
長 ）
以上に
登
則される道が開かれてい
た。その修学内容は次のようなものである。
二等生現習
科目
重学、物理学、化学、画法幾可学、翻訳学、和漢学、製図問既習科目一 一 一 角 術
、代数学、幾可学、仏
語学
、地理学、算術
‘等生現習科円化学、仏
語学
、翻
訳学
、和
漢学
、
製間
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算同幾四算同
学既可等学既
、習学生、 首l
代科、現幾科
数目翻習可目
学 訳科学
学日
仏、代
文泰数
典凶学
i江
世
史
手口
漢
学
製
図（前書六二頁）
生徒数は定員三十三名であったが明治九年の内訳をみると、一
等生四名、二等生八名、三等生十名、四等生十一名となっている 。
これに対する専任教師は仏人二名、邦人五名からなっていた。
仏人教師は同造船所の技師または仏
本国より教師として呼び寄せ
た者等区々であるが専任者の二名は予科学科のみで、専門学科は同所技師が当った
こうした事から明治九年十月仏人専任教師二名の任期満了によ
り、予科生の教師は邦人のみとなり、そのため学力の低下が考慮されて「寧ロ其 授ヲ東京開成学校－一委托スルヲ良計」守として、予科制度廃止に踏切ることになった。かく
して同九年十二月「東
京開成学校ハ本所予科生徒二十名ノ入学試験ヲ執行シ石川利政外五名ハ及第シタルヲ以テ同校物理学科生徒ト共学セシメ其他ノ十四名ハ試験不合格ナルニ因リ本所ト協議シテ其処分 決スヘシ」（前書八十七頁）ということで醤合は本科生のみとなったのである 。そして本科生もまた明治十五年を以って廃止される 王り、技
明治初年横須賀造船所の学校制度（渡辺）
術者養成は大学、専門学校において行われることになる。
このように艶合は幕末より明治初年に豆る十数年の間存続し、
漸次義務教育制度や学校制度による高等技術教育の整備発達によってその姿を変えながら遂には使命を終えるのである。 の後は同造船所の学校制度は熟練職工、幹部職工の養成に重点が置かれて行く。
職工学校
職工の年少者にして見込のあるものを選抜し、半日あて技術者
教育を施して熟練職工の養成をはかる職工学校が設けられた は明治四年十二月である。
熟練職工とは単に熟練した技能を有つのみでなく、図面の理
解、略図の調製、簡単な計算等をも要求される。即ち担当する技術についての体系的な知識を兼ね備え いなくてはならない。また実際の工事は技術者の手を離れ、 手によって進捗するのであるから他の職工を指導監督する職長としての人徳をも要求される。このような熟練職工の養成は技術者の養成にもまし 必かつ急務を要することであったといわねばならない
熟練職工の養成は同所設立当初より目論まれまた実施されて来
たのであるが、維新に して一時廃止され明治四年 技術者養成の正則学校（聾合）に対 変則学校として職工学校が設立されたのである。
さて明治四年、再発足した職工学校の当初の学科は仏語、算術
及び図学からなり
、その後、幾何学、画法幾何
学
、
重学の三科が
-L-ノ、
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〆
加えられ、仏人の職長が専らこれを教授した
Q
その後明治九年、仏人解雇（
注明治八年首長
ウェルニ
l
の解
雇を始め
、九
年には残りの仏
人も総て、
解
一原されて刷造船所は日
本人の子によって一切が営まれることになった）に当り、職工学校は醤舎に所属することになった。当時の教則を示せば次の如くである。明治九年教則
第一条職工生徒ハ敢テ博学多識ヲ要スルニ非ス、唯粗ホ艦船
及蒸気機械の学理を了解シ且、平常工業上の略凶を調製し若クハ求積等の算法を実際に応刷スルヲ以テ足レリトス。故－一其教則ハ細密ノ理論に渉ラズ主トシテ実際上ノ科程ヲ修メシメ以テ速－一工業
－一梓益アルヲ
H
的トス
第二条一学科毎一一日本文一一翻訳シタル教科書ヲ編輯シ教員ハ
此
書
一一拠リ日本
語を以テ教授スベ
シ 。
第三条仏語学ハ別科トシテ教授スベシト監モ、単一一初歩 学
フヲ以テ足レリトス
第凶条
学
科ハ総テ仏
凶海軍職工学
校の教科
書ヲ適
川ス
第五条学期等級修学科目は左ノ如シ。第 学年四等 、鮮
学、幾何学、代数学、凶学、仏語学、第二学年一一一等生、師法幾何学、三角学、曲線学、物理学、化学、仏語学、図学、第三学年一一等生、重学、物品器具 図学、仏語学、第四学年一等生、造船学（ヰ附凶徒） 蒸気機械学（喰附川 従）、製帆学（制州制附心）、衛生 図学 仏語 （前書七二五）
この教則、殊に第四条にみられる如く、
当職工学校はフランス
海草職工学校をその模範としている。かような職工学校は高度な
工業技術と法礎教育の普及しているフランスにあっては熟練職工、幹部職工の養成機関であるかも知れないが、幼稚な技術主また組織的な 教育機関をふ
γ
く有たなかった当時の日本では熟練
職工、幹部職工の表成機関というより、むしろ下級技術者の養成機関的な存在
で
あった様である。このことは明治十一年十二月施
行の「造船所望合規則」第一条に次の如くあることからも伺い知れ る 。
「修学職工ノ義ハ定期ノ学科ヲ卒業シタルモノハ工手以上、或
ハ
一
職場ノ長一一モ抜出スヘキ者－一什、国勉勤学ス
ル
ハ勿論平素ノ
行状等ニ至ル迄諸職工ノ模範ト相成様精々可心掛事」（前書一一 一 一 二 一 氏 ）
、ここにみら
れるように工手（
下級技術者）と熟練職工
の頭目たる職長との医別がはっきりなされていないのである
。
先述の醤合規則はその後、明治十七年改正されたが、明治初期
の川所 みを中心とした学校形態ぷり、中期以降の広く海軍職
L
養成機関へと脱皮して
行く過渡
期の姿を示すもの、として、次にそ
の改正規則を抑制介する。
第一章職務第一条横一引賀造船所笹合ハ海軍工夫ヲ選抜シテ通学セシメ技
術官吏トナル
ヘキ者ヲ教育スル所
ト ス
第二条韓合長
人九等
官以上ヲ之ニ
充テ造船所
長ノ命ヲ受ケ
合中諮問民ヲ指揮シ教務政主管ノ事務ヲ担任ス
第七条襲舎一一教授掛政記録掛ヲ置キ舎長ノ命ヲ受ケ各其主務
ヲ管章セシム
第八条教按掛ハ泊学工夫ニ定説ノ学科ヲ教授スルヲ以テ常務
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トスルト雄モ舎長ノ命アレハ教科書ノ編成ニ従事スルモノトス
第十二条記録掛ハ合中ノ帳簿器具等ヲ管理シ其他教授ノ庶務
ヲ学理ス
第二章通学第十六条 志願ノ工夫ハ第一号書式ノ願書ヲ出スヘ 然ル
トキハ第二十九条ノ試験ヲ行ヒ合格 者ヨリ選抜ス
第十八条通学工夫ノ学期ハ五期即チ五ヶ年ト定ム第十九条通学工夫ノ学科ハ左 如シ、和漢学、英学、算術、
平面幾何学、立体幾何学、画法幾何学、悶学、簿記学、代数学、三角術
、曲線学、物理学、化学、物品抗耐学、重学、造船学、蒸
気機械学
、綱帆学、建築学
第二十条通学工夫合中ニ於テ 術上ニ要スル筆以ハ総テ給与
シ、書籍器具等ハ貸与スベシ
第二十一条通学工夫ハ実業ノ余暇ヲ以テ フモノトス、故一一
其授業時間ハ午前或ハ午後半日 ス
第二十二条通学工夫ノ休業ハ日曜日祝祭日及定期試験後五週
間又、毎年十二月二十五日ヨリ一月七日マデトス
第
二
十四条
通学工夫卒業
ノ 後 、
実業熟練品行端正
ノ者ハ七千
補以上ノ一職場ノ長ニモ登用スルコトアルヘシ
第
二
十五条通
学工夫
ハ何様ノ
事故
アルモ退
舎願出ヲ許
サ ス
第
二
十六条通学工夫ハ定規ノ学科ヲ党メタル後更ニ満十ヶ年
以上奉職スルニア フサレパ辞職ヲ許サス
第二十七条通学工夫ニシテ左項中ノ一二該ル者ハ退合ヲ命ス
ルコトアルベシ
明治初年横須賀造船所の学校制度（渡辺）
第 一第二持均一二
ル 者
第二十八条通学工夫ニシテ第二十九条技工夫規則第九条ニ依
リ退合スル者、又定規ノ学科ヲ克メタ
ル後
十ヶ年未満－一シテ自己
ノ都合ヲ以テ辞職スルヵ、又ハ勤務中不都合ノ所為アリテ之ヲ免スル者ハ其通学中ノ日給ヲ平均シタル半額及給与口問代価ヲ本人若クハ身元引受人ヨリ弁償セシムルモノトス
第一一一章試験第二十九条工夫志願ノトキハ年令満十五年以上一一 二年未満
ニシテ入業ヨリ満一ヶ年以上一一至リ品行端正、事業勉励、将来工子梢以上ノ任ニ堪フヘキ目途ア 者ハ左ノ試験ヲ行フモノトス
第一体格試験第
二
学術試験、算術（加減乗除分数比例）、読書（普通翻訳
軍国）
第
一二実
業試験
第三十条通学工夫学期
中 ニ
受クヘキ試験
左ノ如シ
第一小試験此試験ハ毎月末舎
長臨監シ
教
授之
ヲ行フ
第二定期
川
市 織
か 理 一 一 m J ほ 榔 十 … 州 一 誠
一週 刊 堤
防 町
第二一大試験此試験ハ
芝府スヘ
キ者アルトキ
臨
時所
長並
－ 一
本人所属
ノ課長及共掛主任同席シ舎一氏之ヲ監シ、教授之ヲ行フ
第三十
一
条卒業証書ハ各科全点数ノ二分一以上ヲ得而シテ諸
得点平均数ノ十分七以上ヲ得ル者ニ限リ之ヲ授与ス
（ 前
書二九
O
頁 ）
一学期中ノ平均点ハ全点数ノ十分七未満ノ者一学期ノ学術 八上点数ノ十分六未満ノ者実業一一勉ムルモ学業一一怠リ或ハ学栄一一勉ムルモ実業－一怠
一－＇－
ノ＼
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同造船所が内容、規模共に海軍軍事工場の中心的存在である所
か
ら、同所の職工学校は広く海軍工夫の養成機開化して行くので
あるがそれは当初は委托として行われる。例えば明治十二年三月「兵学校
所管機関科生徒ヲ本所
ニ 入
場セシメ
、
研学ノ傍ラ現業ヲ
演習セシムルコト」（前書一二六頁）となり、十四年十月には海軍機関学校生徒を練習させるための修業規則をつくり同生徒を受け入れた。
更に十七年海軍の機関工養成
のために二ヶ年で
修了する機関
工速成生徒の制が立案された。（「機関工速成生徒ハ年令二十二年以上満三十歳以下ノ海軍火夫及海
軍工夫
ニシテ可ナリ
現業
－ 一
修熟
セル者ノ中、
算
術ハ加減乗除分数比例、読
書
ハ普通翻訳
書
ヲ解シ
得ル者ヲ選抜シテ三十名ヲ限リ日々造船所へ通学セシムル」前書二九
O
頁 ） 。
またこれとは別に十七才より二十
二
才迄の者を選抜し
三ヶ
年間
修学を施す機関工生徒も同時に立
案された。
更に明治十七年に 、機関工速成生徒に習って木工養成のため
木工生徒通
学方法が立案
された。そしてこの両者は、明治十九年
海軍工生教場と
して
同造船所内に設けられることになった。（海
軍工生教場規則第一条「海軍 教場ハ横須賀水兵屯営ヨリ通学セル木工生機関工生ニ
学業
ヲ教
授スル
所トス」
前 一 一 二
八
頁 ）
この様に同造船所が本来同所の職
工養成
の目的で立てた既存の
職工学校の他に職 養成を行うようになると、本米の職工学校もその外部の要請から姿を変えて行くのであ 。
明治二十二年五月「海
軍造船工学校
」の
官制が布かれ
、ここ
に
ノ、
凶
明治四年に創設された職工学校は明治初期における役割を果
し了
えて新しく海軍全体の技術養成機関として脱皮して行ったのである 。
生徒人数 表
年 l醤舎生徒（職工生徒l
I 明治 8 年 l 似 ｜似 ［
明治10 年！ 6 I 3 
明治15 年 ｜ 2 i 15 
明治17 年 ！ - i 43 
明治21年｜- i 40 
明治17 年職工生徒身分表
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明治15 年職工生徒職場配分表（定員38 人について〉
築造3 人船台
2 人鎮隙3 船渠
3 
2 
3 
製図
模型
組立
2 
2 
2 
建築
製帆
船具
2 
2 
製鋼
端船
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